
平成３０年第１回潮来市総合教育会議議事録 

 

１．日時 平成 30年 10月 22日（月）午後 4時から午後 4時 45分 

 

２．場所 潮来市役所 3階 議員控室 

 

３．出席者 ○出席委員  市 長       原 浩道 

             教育長       横田 直樹 

             教育長職務代理者  飯島 耕作 

             教育委員      小沼 由紀子 

             教育委員      飯田 三矢子 

        

○事務局及び説明員  市長公室長     𠮷川 博美 

             教育部長      石津 利衛 

             学校教育課長    前島 正治 

             生涯学習課長補佐  𠮷川 増夫 

             国体推進室長    永山 由治 

             秘書政策課長    茂木 衛 

             秘書政策課長補佐  濵野 一也 

             秘書政策課係長   大川 敏幸 

             秘書政策課主幹   石山 洵 

 

○傍聴者 なし 

 

４．議事次第 

  １ 開  会 

  ２ 市長あいさつ 

  ３ 協議事項 

   （１）潮来市総合教育会議の概要について 

   （２）本市教育施策の状況等について 

   （３）潮来市教育大綱について 

  ４ 閉  会 

 

５．会議録（要点記述） 

開会（午後４時００分） 



 

○事務局 

  ただいまから、平成 30 年度第 1 回潮来市総合教育会議を開会いたします。 

  はじめに、原市長からごあいさつをいただきます。 

 

○原 市長 

 本日は大変お忙しい中、平成30年度 第1回潮来市総合教育会議にご出席を

いただきまして、誠にありがとうございます。この総合教育会議は、今の教

育委員さんに代わられてから、初めての開催となります。総合教育会議は、

本市の教育問題や重点的施策について、市と教育委員会がこれまで以上に連

携を深め、円滑な教育行政を推進していくことが目的でございます。本日

は、市の教育行政の基本方針となる、潮来市教育大綱の策定に関する、重要

な議題がございますので、活発な議論、ご意見をいただきますようお願いい

たします。教育委員の皆様におかれましては、この制度及び、総合教育会議

の趣旨をご理解いただき、ご指導、ご尽力をお願い申し上げ、また、市とい

たしましても、様々な教育課題について、委員の皆様との共通認識のもと、

議論を交わしながら潮来市の教育向上に努めてまいりたいと思いますので、

どうぞよろしくお願いいたします。 

 

〇事務局 

  総合教育会議の教育委員も代わられ、初めての会議となりますので、自己紹

介をお願いします。 

 

〇出席者自己紹介 

 

〇事務局 

  議題に入る前に、潮来市総合教育会議運営要綱について、事務局から説明を

させていただきます。 

【潮来市総合教育会議運営要綱について説明 P2】 

 

○事務局 

  それでは、要綱に基づき、市長に議事進行をお願いします。 

 

○原 市長 

それでは議題に入ります。（１）潮来市総合教育会議の概要について事務局

から説明願います。 



 

○事務局 

【総合教育会議の概要について説明 別添資料 P3】 

 

○原 市長 

説明が終わりました。概要の説明ということもあり、質疑等ははぶかせてい

ただきたいと思いますが、委員の皆様よろしいでしょうか。 

 

【委員より「異議なし」】 

 

〇原市長 

  引続き、 議題「(２)本市教育施策の状況等について」を教育委員会から説

明願います。 

 

○教育委員会事務局 

 【本市教育施策の状況等について説明 別添資料 P7～P9】 

 ・「基本施策 1 学校教育の充実」「基本施策 2 子ども・若者の育成支援」を

学校教育課が説明。 

 ・「基本施策 3 生涯学習の推進」「基本施策 4 スポーツ・レクレーションの

推進」「基本施策 5 地域文化の振興」を生涯学習課が説明。 

 

○原市長 

  ありがとうございました。この件につきまして、委員から質疑等ありますで

しょうか。 

 

○飯田委員 

基本施策 1に通学路の点検整備とあり、通学路にはなっていないが、児玉時

計店の隣の建物が道路側に傾いていて、通学路ではなくても子どもたちが通る

ことは考えられるため、早く何とかしてもらえたらと思う。 

 

〇教育委員会事務局 

 先週、通学路の安全会議を開催した。その際にも話しが出ており、所有者の

方に対応をお願いしているところ。 

 

 

 



〇原市長 

  今日確認が取れ、土地と建物の所有者が違うということで、土地の所有者と

建物の所有者で擦り合わせがまだ上手く行えていない状況とのことだが、建

物はできるだけ早く壊すということになっていると聞いている。 

 

〇小沼委員 

  基本施策 2 に家庭教育を推進するリーダーの育成と記載されているが、家

庭教育の充実はこれから望まれることだと思うが、具体的に現在実施してい

る施策はあるのか。 

 

〇教育委員会事務局 

  家庭教育の充実は生涯学習課で実施している。放課後子ども教室を各小学

校で開催し、新入生の児童がすぐに学校生活に馴染めるように、保護者にアド

バイスをしたり、土日に親子ふれあい事業ということで、公民館等を活用しな

がら、親子でいろいろな物を作ったりしながら家庭教育を進めるというよう

な取り組みをしている。 

 

〇小沼委員 

  また、小さなことだが基本施策の 5 で、伝統文化や郷土芸能の承継と記載

されいているが、承継という言葉はあるのか。継承という言葉は聞くが、意図

的に承継を記載した意味は何か。 

 

〇教育委員会事務局 

  前回に教育大綱を策定したときに確認をして策定したと思うが、同じ意味

と思われる。 

 

〇原市長 

  家庭教育を推進するリーダーの育成とはどういうことを行って育成をして

いるかを教えてほしい。 

 

〇教育委員会事務局 

  各公民館ごとに家庭教育を行う指導員が 5～6名おり、その方を中心に放課

後子ども教室や親子ふれあい事業等のサークル活動のようなものを実施し、

子どもを遊ばせたり、親子でものづくりをしたりする。また、リーダー養成講

座を県で実施しているので、講座を受講しながら指導員を充実させていけば

家庭教育力を向上することはできると考えている。 



 

〇原市長 

  他にご質疑が無いようでしたら、引続き、 議題「(３)潮来市教育大綱につ

いて」を事務局から説明願います。 

 

〇事務局 

  教育大綱は、地方教育行政の組織及び運営に関する法律の一部を改正する

法律に基づき、総合教育会議で協議・調整することとなっている。潮来市では

教育振興基本計画が無かったので、現在新たに策定しているところ。また、第

6次総合計画も平成 30年度に終了するため、第 7次総合計画の策定をしてい

るところで、12 月中にはパブリックコメントを実施し年度末には策定される

という状況。教育大綱についても平成 31年度から新たな大綱を策定する必要

があり、平成 31 年度から大きな 3 つの計画が同時に進行していくこととな

る。 

  潮来市教育振興基本計画は基本施策をもっと具体化し数値化して策定して

きているため、P17～18 に「地方公共団体の長が、総合教育会議において教

育委員会と協議・調整し、当該計画をもって大綱に代えることと判断した場合

には、別途、大綱を策定する必要はない」とされているが、潮来市では、現在、

教育振興基本計画が策定されておらず、総合計画もパブリックコメントをこ

れから行うため、教育振興基本計画と総合計画をある程度策定したうえで、教

育大綱の見直しをしていきたいと考えている。 

今までは教育振興基本計画が策定されていなかったため、教育大綱で細かな

基本施策を載せていたが、現在、教育振興基本計画を策定しているところなの

で、そちらに基本施策は移行することを考えている。テーマは第 7次総合計画

を踏まえ、基本方針は教育振興基本計画と総合計画、また今の教育大綱が策定

されてまだ 2 年なので、これらを踏まえてそのままにするか見直しをするか

は検討したいと思う。基本施策は教育振興基本計画で担っていくことになるの

で、こちらは教育振興基本計画の施策の項目を掲載していく方向で作り変えた

いと思っている。期間については総合計画と教育振興基本計画と合わせて 5年

間としたいと考えている。今回は教育振興基本計画を大綱と代えることはせず、

新たに大綱の見直しをし、5年間の間に皆さんとご協議しながら教育振興基本

計画を大綱とするかを議論していきたいと思う。大綱の素案を作成し、2 月、

3月頃に再度総合教育会議を開いてご審議を諮りたいと考えている。 

 

 

 



〇飯島教育長職務代理者 

  P6 に潮来市総合計画と潮来市教育大綱、潮来市教育振興基本計画があり、

それらに一貫性がないといけない。目標がいろいろあると何をするのかがは

っきりしないので、一貫性をもつことが大事だと思う。基本計画があれば大綱

をはぶいても良いという説明があったが、教育大綱は潮来市の教育はこれだ

と示すものなので、教育大綱があって、教育振興基本計画ができるものだと私

は思っている。 

 

〇事務局 

  今回は平成 31年度からの大綱を新たに見直していきたいと思っており、目

標が多いとどこを目指していくかが分からなくなってくるので、総合計画と

教育振興基本計画が同じ方向を目指し、一貫性を持つような形で教育大綱も

策定していきたいと考えている。また、教育振興基本計画を大綱に代えること

については、5年後の教育振興基本計画の見直しに当たって、どうするかを議

論したいと考えている。 

 

〇原市長 

  教育大綱があって、教育振興基本計画を策定するということだが、総合計画

が最上位計画であり、総合計画の教育の部分はつくるのか。 

 

〇事務局 

  P5に流れが記載されており、国の教育振興基本計画を参酌し、市の総合計

画を踏まえて教育大綱が策定され、教育振興基本計画が策定される。今回は第

7 次総合計画も教育振興基本計画も現在の教育大綱を踏まえた形で策定して

いる。ただ、3 年前に策定したので現状と変わってきているものもあるため、

施策の部分は多少合わない部分もある。その辺は見直していかないといけな

いということである。 

 

〇横田教育長 

  潮来市教育振興基本計画の策定にあたり、具体的な数値目標を設定し、各学

校単位あるいは社会教育単位で実行の足跡が見えるような形で策定している。

また、その根幹にあるのが P7にある潮来市の教育目標が教育の中の最大の目

標であり、これを実現するために第 6 次総合計画の内容も踏まえながら、現

在の教育振興基本計画を策定しているところ。策定後は数値目標の実践を図

りながら教育大綱の目標もクリアしてくということで進めてまいりたいので、

ご理解いただきたいと思う。 



 

○原市長 

その他にご質問が無いようですので、以上で議事を終了します。議事進行に

あたり、皆様方の協議によりスムーズな進行ができました。これにて、議長の

職を降ろさせていただきます。ご協力ありがとうございました。 

 

○事務局 

長時間にわたり慎重審議ありがとうございました。以上をもちまして平成

30年度第 1回潮来市総合教育会議を閉会します。 

 

 

閉 会（午後４時４５分） 


